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事業の目的

＜目的について＞
１．若い女性の梅毒が増加している今、梅毒感染はHIV感染を引き上げる事から、女性対
象にHIV、梅毒に注目した性感染症の早期発見、早期治療を目的として検査を実施した。
２．全国のHIV検査の受検者は若干減少してきている。当chotCASTスマートらいふクリニッ
も同様に微減してきている。とりわけ女性の受検者は減少傾向にある。減少の背景のひと
つに「人知れず実施できる郵送検査の増加」も推測できる。
そこで、女性の気持ちに寄り添い環境に配慮した受検しやすい検査機会が求められると考
えた。他者の目を気にしないで受検行動がとりやすい「女性のみに特化したレディース
デー」として検査日を設定し女性の受検者増加と、早期発見早期治療に繋ぐ事を目的とし
て取り組んだ。
＜到達目標について＞
１．性感染症に不安をもつ若い女性の受検者数の増加を図る。受検者数目標は助成金申
請時の80名とした。（性器クラミジア尿検査実施するためトイレ数が少ない事、また夜間即
日検査のため結果説明までの時間的制限を考慮して1回定員20名とした。併せて若い女
性の受検者増加のために教育関係への広報も図る事とした。
２．女性の気持ちに優しい環境設定を行い、受検者の満足度をあげる。満足度は受検者
のアンケート項目と記述意見から評価する。

事業の達成度①

＜目標達成させるための広報宣伝について＞
以下の広報を実施した。
１．若い女性むけ「案内ビラ」作成とHPにアップした。
　　「匿名無料」、「女性スタッフによる女性のための検査相談場」、「信頼性」のため「エ
　　イズ財団と行政後援の検査場」である事、「女性向けサービス」に人気のBODY
　　SHOP協賛も案内ビラに強調してPRした。
２．行政の協力を得て案内ビラを行政機関に配布した：
　　大阪府下保健所、政令市、中核市、その他府下市町村に宣伝ビラ3000枚を印刷し
　　配布した。
３．教育関係者への広報：
　　行政の協力を得て大阪府教育委員会養護教諭研修会にて案内ビラを配布した。ま
　　たchotCAST検査場にて養護教諭研修会を開催し、「安心できる検査場」として紹
　　介した。
４．大学保健センターへの広報：
　　S私立大学、公立大学等にて案内ビラ配布を依頼した。
５．他のNGO,NPOへの案内ビラ配布依頼：
　　エイズウィ－クス連絡会参加組織のNGO,NPOに依頼、またSWASHのHP広報協力
　　も得た。
６．chotCASTの常設検査受検者へのPR：
　　平時の受検者に案内ビラを配布し、また検査会場に案内ポスター設置し友人知人
　　への紹介を依頼した。
＜受検者の安心、満足度達成のためのスタッフ配置＞
　毎回の検査日には全て「女性の医師、保健師、看護師、臨床検査技師、受付事務
　（必要時には臨床心理士を配置した）」合計スタッフ11名～12名の専門職が検査相
　談体制を組んで相談検査に臨んだ。



事業の達成度②

＜女性の受検者増加があり大きな成果があった。継続事業が求められた＞
　1回目：6月25日HIV検査普及週間（受検者14名）、 2回目：8月27日（受検者20名）、 3回
　目：10月22日（受検者39名）、 4回目：12月17日世界エイズﾃﾞｰ月間（受検者47名）時間は
　全て夜間即日検査17:00～18:30とした。検査項目：HIV、B型肝炎、梅毒、クラミジア検査
　とした。1回目検査受検者数は広報期間が短期間であったため定員を割ったが、2回目
　で20名に達した。そこで3回目より定員を30名に増加した。以降は3回目も受検者増加し、
　3回目39名、4回目47名と定員をはるかに超えた受検者を受け入れた。
　尿検査のための女性トイレが少なく施設的、時間的制限もあり困難さを呈した。それでも
　「4回目は多くの受検希望者がありやむを得なく11名をお断り」する結果となった。
　若い女性の受検者増加と教育関係者紹介の受検者が図られ、「安心してHIV含む性感
染
　症に関する幅広い検査相談場として認識して頂けた事は大きな成果として考える。
　今後、HIV含む性感染症不安を抱えた時の早期発見に関する重要な検査場としての認
識と受検行動化に繋がる期待感が得られた。
＜受検者年代は20代が多く、女性のHIV検査受検行動化に期待がもてた＞
　受検者の最少年齢18歳～最高年齢48歳であった。平均年齢は28.7歳であった。
＜早期発見、早期医療に繋ぐ事ができた＞
　HIVはなかったが梅毒0.8%、性器クラミジア検査陽性率は10.9%であり、クラミジア検査は
　一般陽性率より高いものがあり、早期発見、早期医療に繋げる事ができた。
＜受検者の満足度は高いものが得られた＞
　①受検時の満足感：事後アンケート結果から受検者の大きな満足度が得られ、次年度も
　継続したレディースデー取り組みへの期待する声が多くあった。多くの女性受検者から
　「来年度もレディースデーとして受検したい」「安心して受けられた」　「ピルを飲んでいる
　が、将来の妊娠に影響ないか」「帯下が多いので不安であった」高・大　学生受検者から
　は「経済的に困窮しているので検査を躊躇していた。安心した。」等々性　感染症、妊娠、
　婦人科疾患、経済生活等々に関する多くの悩みを聴きながら性感染症予防についての
　相談体制が組めたことは満足度をあげる要因となったと考える。
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対象となった人数
（実質）

＜対象人数について＞
申請時には施設的制限、時間的性限から20名定員×4回=80名を対象とした。
しかし、開設結果、多くの真剣な受検者ニーズから大幅に定員を増加して実施し、成果が
あったと考える。
　　1回目：6月25日（月）17:00～18:30　　 受検者14名
　  2回目：8月27日（月）17:00～18:30 　　受検者20名
　  3回目：10月22日（月）17:00～18:30 　受検者39名
　  4回目：12月17日（月）17:00～18:30 　受検者47名

具体的な活動内容

「女性スタッフによる女性のための検査・相談レディスデー”HIVおよび梅毒等の即日検査
と相談事業”」実施
１．事業実施にあたっての広報活動：
    ①大阪府下保健所、政令市、中核市、その他府下市町村に宣伝
　　広報ビラを配布。
    ②大阪エイズウィークスデー連絡会議にてNPO,NGOに宣伝広報ビ
　　ラを配布。
    ③NPOスマートらいふネットのHPに掲載
    ④教育関係者への広報：大阪府教育委員会に働きかけて府立高
　　校、大学保健センターに宣伝広報ビラ配布
２．レディスデー（即日検査相談事業実施）：事前にスタッフ研修を実施した。
３．評価のためのアンケートを実施116件（96.7％）の回答を得た。統計処理をしまとめた。
４．確認検査のための連携機関調整：大阪府・大阪市に協力依頼の予定をしたが確認検
査はなし。
５．子育て中の女性が受検しやすいよう保育場も設定したが利用者はなし。
６．医療機関と連携し治療必要な受検者を紹介した。



活動の様子①

１．第１回目広報案内ビラ

活動の様子②

２．第2・3・4回目案内宣伝ビラ
2回目以降はより若い女性向けデザインに変更した。



活動の様子③

＜レデイースデー受付案内＞

活動の様子④

＜エイズウイークス　心斎橋該当キャンペーンレデイースデー受付案内＞



活動の様子⑤

＜事前研修会＞


